
〔重要〕家庭保管   地震発生時対応マニュアル    京都教育大学附属幼稚園 

（H.28.1月作成 R.5.4月改訂） 

 震度４以下 震度５以上 

在宅時 保護者が安全確認後，幼稚園へ登園 連絡帳アプリ（ツムギノ）の「重要連絡」がある迄自宅待機 

ないときは，保育実施せず →（臨時休園） 

（連絡帳アプリ，電話通信不可の場合） 

登園途中 安全な場所にすぐ避難 

【 安全な場所とは】 

・倒れやすい建物，ブロック塀崖から離れる 

・倒れた電柱や垂れ下がった電線に近づかない。 

・歩道橋や橋の上では落ち着いて安全な所へ行く 

・ 窓 ガ ラ ス が 落 ち て こ な い と こ ろ へ 行 く 。 

 揺れが収まったら，幼稚園へ登園 

 

安全な場所にすぐ避難 

 揺れが収まったら， 

○家が近い場合 ⇒ 帰宅 

＊その後、連絡帳アプリから「重要連絡」がある迄自宅待機 

○幼稚園が近い場合 ⇒ 幼稚園へ 

 ＊その後，親子で幼稚園に待機 

  

在園時 必要に応じて園庭へ避難 

園舎内外に異状がなければ保育再開 

通常の降園 

＊保育再開，降園時刻の変更など， 

必要に応じて，連絡帳アプリで“重要

連絡”を配信 

園庭に避難     状況に応じて 2次避難 

        (基本的に中学校校庭または体育館) 

○連絡帳アプリ「重要連絡」配信 

⇒幼稚園の状況等を知らせる。 

○連絡帳アプリからの連絡なし ⇒ 幼稚園へ迎え 

＊連絡帳アプリからの連絡がない場合は配信不能の状態  

＊保護者が来るまで幼稚園または附属桃山中学校待機 

          ※附属桃山小学校の場合もあり 

降園途中 安全な場所にすぐ避難 

 揺れが収まったら，帰宅 

安全な場所にすぐ避難  

揺れが収まったら， 

○家が近い場合   ⇒ 帰宅 

○幼稚園が近い場合 ⇒ 幼稚園へ 

＊その後，親子で幼稚園待機 

その他 保育困難な場合，登園を遅らせる場

合，時間を繰り上げて降園させる場合

連絡帳アプリで「重要連絡」配信 

大きな地震の場合は，連絡帳アプリや電話が不通の場合

が想定されるので， 

 ⇒ 幼稚園からの連絡がなくても保護者の判断で早め

のお迎えをお願いします 

（あわてず落ち着いて！保護者の方の安全確保が優先です） 

【確認事項】 

＊幼稚園から連絡ができる場合は，①連絡帳アプリの「重要連絡」配信する  

②災害伝言ダイヤル「１７１」で行う 

＊園庭避難の後，園舎に戻れない状況で，悪天候の場合には，基本的に『附属桃山中学校体育館』を第２次 

避難場所とする。(状況により，附属桃山小学校への変更もあり) 

＊登降園時，在宅時での被災の場合の安否確認について 

 ○電話，連絡帳アプリの通信が可能の場合：幼稚園から連絡帳アプリの“重要連絡”を配信する。 

  配信から 15分を経過しても、既読にならない場合には、再配信する。それでも既読にならない場合、更

に電話で状況確認の連絡をする。 

 ○電話、連絡帳アプリの通信が不可の場合：可能であれば教職員が家庭訪問をするか，届出のある避難場所

（避難所）等へ出向いて確認する。 

＊幼稚園にお迎え後，状況により保護者ともにそのまま幼稚園待機ということも想定される。特に冬季は（停

電の場合暖房が使用できない。）寒さ対策等を考えて，日頃より緊急の場合のお迎え時に持参するものを

準備しておく。 

＊様々な状況などにより，マニュアル通りにできない可能性も考えられる。 


